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中
島
治
一
千
と
山
口
務
の
洋
式
工
業
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中
島
治
千
と
山
口
藩
の
作
式
工
業

J}:il 

JJ夜

tJll 

j'~~t 

ぅ

仲

zrト
「
山
口
搭
に
於
げ
る
止
末
rν

ザ
什
式
工
業
-7
伊与一
J

止
を
車
す
る

に
営
b
、
務
の
洋
皐
及
叩
什
式
工
業
に
封
寸
品
中
島
治
干
の
功
績
を
随

所
に
摘
出
し
た
。
，
r
、
の
擦
り
し
と
こ
ろ
は
主
と
し
て
安
臨
時
紀
一
氏
が

大
正
十
二
年
に
編
纂
せ
る
「
中
島
治
平
羊
徳
惇
L

で
あ
る
。
こ
の
主
円
ば

稿
本
に
し
て
未
だ
上
木
せ
ら
れ
す
、
而
も
中
島
治
平
に
関
し
で
は
、

末
松
謙
澄
博
士
の
大
草
色

1

防
長
岡
天
由
民
」
に
も
、
亦
村
岡
峰
次
郎
氏
の

好
著
「
防
長
近
世
史
談
」
に
も
殆
E
腐
れ
ら
れ
て
己
な
い
。
よ
っ
て
よ

記
稿
本
の
内
容
を
紹
介
し
て
中
島
治
干
の
事
蹟

ω
一
斑
を
明
か
に
し

以
て
前
論
文
を
補
ひ
た
い
と
岡
山
ふ
。

L 

;g~目

一

、

治

平

の

生

涯

中
島
治
半
は
交
政
六
年
に
生
れ
た
。
名
を
不
出
と
い
ひ
治
一
千

は
そ
の
遇
制
加
で
あ
っ
た
ο

遠
山
胞
は
的
中
闘
に
位
し
た
が
、
毛
利

一
正
就
の
時
功
持
あ
り
し
を
以
て
、
輝
一
疋
が
萩
に
移
る
に
及
び
卒

第
間
十
巻

第
五
披

匹l

iL 

O 

伍
に
列
し
て
萩
伝
来
り
、
務
崎
の
御
結
倉
附
と
し
て
代
K

御
手

制
r
T
の
役
を
勤
め
た
。
，
一
旧
平
川
山
川
胆
父
治
助
正
聴
の
時
、
御
船
倉

附
朝
鮮
通
僻
た
る
松
平
医
判
死
し
て
共
家
断
絶
せ
る
を
以
て
、

議
て
朝
鮮
語
の
素
芸
あ

O
L
正
聴
は
文
明
七
年
そ
の
後
任
を
命

ぜ
ら
れ
た
。
治
平
の
父
三
郎
有
街
川
忠
良
も
亦
淀
川
川
二
年
に
そ

円

J

峠
叫

h
f
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、
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法
ポ
す
7
e
刺
広
市
川
主
ヰ
J
h
M
ハ

A
，H
J
9
A
Z
h川
口
円
♂
り

ふ

Z
Jレ

朝
鮮
と
の
通
交
も
あ
り
、
そ
の
必
要
の
た
め
に
朝
鮮
通
僻
が
世

か
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
ら
う
。

こ
の
通
解
の
・
米
に
生
れ
た
治
半

は
幼
少
の
頃
よ
り
既
に
朝
鮮
語
の
素
養
を
狩
っ
て
ゐ
た
こ
と
h

思
は
れ
る
。

常
時
山
口
落
に
於
て
は
陶
製
々
習
の
機
運
漸
く
動
き
、
落
胆
酉

青
木
玄
械
の
一
子
周
弼
の
如
き
は
天
保
三
年
(
治
千
十
歳
)
長
崎
に

赴
寺
」
、
泊
議
官
及
シ

1
ボ
ル
ト
に
就
て
蘭
製
及
瞥
墜
を
皐
び
、

同
十
一
年
に
は
草
川
公
に
召
さ
れ
て
士
総
を
給
せ
ら
れ
、
南
苑
醤

間
平
合
の
酬
川
護
掛
を
八
叩
ぜ
ら
れ
た
。
嘉
水
六
年
米
艦
油
資
に
来
航

L
内
外
多
事
と
た
る
や
、
蘭
事
熱
は
頓

K
J口
同
ま
り
、
務
士
に
し

て
長
崎
・
江
戸
等
に
遊
壊
す
る
者
相
腫
ぐ
れ
様
と
な
っ
た
。
治

第1止1-1-君主第一蹴硝載本誌、11 



平
の
父
も
亦
一
介
の
朝
鮮
通
砕
を
以
て
甘
ん
ぜ
や
、
而
も
既
に

向
一
齢
に
返
し
た
る
を
以
て
、
占
旧
半
に
よ
っ
て
そ
の
志
を
遂
げ
ん

と
欲
し
、
交
政
三
年
公
許
h
q
一
件
て
治
平
を
長
崎
に
協
一
準
せ
し
め

た
。
こ
れ
治
不
三
十
四
磁
の
時
の
事
で
あ
る
。
長
崎
遊
感
の
資

は
最
初
之
を
父
に
受
け
た
が
、
同
五
年
三
月
父
の
間
州
市
に
よ
っ

て
務
主
よ
り
百
日
間
日
別
州
政
問
匁
伊
一
支
給
せ
ら
る
L

こ
と
、
な

り
、
更
に
同
平
十
月
に
は
改
め
て
溶
の
長
崎
叫
壌
生
ぞ
命
ぎ
ら

'ーさ。

l
e
h
r
 

，
 

そ
の
必
県
上
ム
川
市
γ
は
憶
に
卜
ぃ
織
に
川
ー
せ
ら
れ
た
の
三
あ
一

っ
て

寅
に
彼
の
い
低
は
一
介
の
料
品
串
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ

る。
長
耐
遊
撃
の
日
的
は
朝
鮮
語
及
繭
事
の
準
畑
日
に
あ
っ
た
。
彼

は
先
づ
封
馬
の
通
協
中
村
喜
一
郎
に
就
て
朝
鮮
語
を
修
め
、
大

{世一
w

通
僻
名
村
八
右
衛
に
就
て
蘭
壊
を
修
め
、
且
つ
蘭
人
法
見
聞
期

に
従
っ
て
分
析
術
並
に
製
織
法
主
事
ぴ
、
進
ん
C
英
語
の
島
一
-
修

を
始
め
た
。
遊
撃
中
治
平
は
濯
に
針
し
て
一
の
幼
献
を
友
し
た
。

そ
れ
は
安
政
五
年
六
月
諸
闘
に
念
震
乱
(
コ
レ
ヲ
の
事
か
)
流
行

せ
る
時
、
彼
は
そ
の
議
防
法
を
薗
側
に
問
ひ
、
之
を
記
し
て
蕩

に
返
り
、
矯
め
に
蒋
に
於
て
は
急
震
飢
の
流
行
を
未
然
に
防
ぐ

巾
烏
治
平
と
山
口
濯
の
洋
式
工
業

こ
ど
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
治
卒
が
改
め
て
叩
同
期
ナ
生
を
命
ぜ
ら

れ
た
の
は
恐
ら
く
乙
の
功
績
に
よ
る
の
寸
あ
ら
う
。

ム
円
ぱ
「
+
《

¥
j

J
t

，一
'
h
J
j
ノ

析
術
に
閥
聯
し
て
洋
式
染
色
術
に
闘
す
る
知
識
を
符
得
し
た
。

却
ち
、
安
政
六
午
長
崎
恭
行
所
よ
り
綿
羊
蕃
殖
・
雑
紗
織
力
及

羊
毛
染
方
を
調
交
す
べ
き
命
を
受
け
、
洋
羽
目
に
よ
り
調
査
し
て

之
を
諜
漣
し
、

B
つ
賞
験
の
結
果
を
脅
し
て
之
を
且
ヤ
引
出
し
た
の

で
あ
る
。
彼
が
こ
の
同
識
に
よ
っ
て
防
濠
後
洋
式
染
色
法
の
市

仰
を
行
っ
た
と
J
は
後
に
泌
ぷ
る
が
如

4
で
あ
る
。

f
i
f
J
f，
 

仁
ド
/
』

1
1
E
J

郡山命
K
よ
っ
て
酎
落
し
、

-、
1
1
t
t
〉
引
字
阿
川

t
一J
4
9
2
H
L
E
F

t
，
)
ド
ト
L
4
u
-
r
p
M引

V
4』

:
tド
j
t
j

著
す
と
こ
ろ
の
製
舗
法
の
引
弔
問
を
御
用
所
に
呈
山
し
、
之
に
添
へ

て
鍛
工
見
開
創
の
必
要
を
建
議
し
た
。

と
の
往
議
は
更
に
他
の

意
見
を
添
へ
て
高
延
一
花
年
に
も
注
さ
れ
て
ゐ
る
。

(
証
-
)
法
見
頃
斯
は
掠
府
の
長
崎
製
議
所
技
師
ハ
ル
デ
丸
一
二
予
JJ

後
考
に
挨
つ
。

同
年
治
半
は
御
用
所
の
賀
入
物
等
の
公
開
に
て
鹿
児
島
及
長

崎
に
差
治
せ
ら
れ
た
。
常
時
陀
摩
藩
は
容
易
に
他
国
人
の
入
閣

を
許
さ
な
か
っ
た
が
、
治
卒
は
種
々
困
苦
七
て
入
園
じ
、
同
藩

の
硝
子
製
治
所
・
反
射
燈
・
水
車
機
織
殿
・
硝
石
製
治
所
・
豪
場
等

第
同
十
島
官

7L 

講
じ
比
一
抗

re 



中
島
治
千
ど
山
口
藩
の
洋
式
工
業

を
耐
察
し
、
特
じ
て
長
崎
に
主
り
サ
滞
日

J

品
器
械
及
小
型
の
蒸
気
車

を
購
入
し
て
財
務
し
た
。
長
崎
に
於
て
は
製
織
法
・
窮
貫
術
・
電

気
・
陪
酉
薬
等
に
附
す
る
知
識
を
新
た
に
習
得
せ
し
も
の

h
如
く
、

長
崎
滞
在
巾
の
泊
平
に
宛
て
た
る
青
木
知
弼
の
書
翰
に
は
次
の

如
く
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

『
(
前
略
)
和
佐
錦
織
場
も
拍
車
々
御
舗
に
御
座
候
曲
、
能
A
了
御
問
ム
官
級

山
川
柑
附
様
い
い
存
候
。
岬
明
亦
ポ
ト
グ
ラ
ヒ

1
及
び
ヱ
レ
当
テ
凡
ヒ
」
ル
一

ψ
r
t
ポ
ン

r
u御
間
同
a
A
Z
匝

V
8
I官
コ
レ
ー
が
ル
ト
泊

Mr
戦
闘
相
開
帳

由
、
何
等
之
襲
草
栽
種
致
候
哉
、
御
間
合
可
被
下
候
。
{
中
略
)
病
院

之
事
ポ
ン
へ
に
御
悶
令
被
下
候
様
に
御
頼
申
候
。
先
年
ハ
ン
デ
ン
プ

ル
l
ク
よ
り
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
之
新
病
院
之
圃
一
致
候
へ
共
、
官
制
取
不

得
申
残
念
之
一
章
に
存
候
。
貴
地
に
も
病
院
御
造
立
被
仰
付
之
由
未
曾

有
之
盛
事
と
乍
蔭
欣
朴
致
居
候
(
下
略
)
。
』

(
註
二
)
稲
佐
鋳
鍛
場
は
長
崎
製
銭
所
と
共
に
幕
府
の
設
げ
し
と
こ

ろ
で
め
る
。

(
註
三
)
蘭
同
Z
J
Z
Z
一
昆
〈
E
Z
E
ι
E
5
2
の
こ
と
で
る
る
。
彼
は

幕
府
が
長
崎
じ
設
げ
た
る
瞥
術
停
習
所
及
養
生
所
の
教
師
た

h
。

安
政
五
年
コ
レ
一
ヲ
流
行
せ
し
時
、
毛
の
橡
防
法
を
記
し
て
長
崎
奉

行
に
皐
し
、
奉
行
之
を
公
布
し
て
以
で
つ
レ
ラ
の
蔓
延
を
防

rv-

と
を
得
た
と
い
ム
。
(
「
問
問
幕
府
時
代
の
長
崎
-
一
一
二
川
一
良
)
。
泊
千

が
藩
に
号
せ
し
念
霊
飢
の
綾
防
法
は
恐
ら
く
こ
れ
で
あ
ら
う
。

右
に
述
べ
し
蒸
気
器
械
及
び
小
型
の
蒸
気
一
平
は
ヲ
一
文
久
一
花
年

第
間
十
巻

九

第
五
銑

ー
ム
p、

に
迦
料
し
て
公
覧
に
供
せ
ら
れ
た
。
現
に
山
口
教
育
博
物
館
に

は
車
障
に

E
Z
除名。〔

r
c
z
こ
と
記
せ
る
小
蒸
出
口
機
剛
一
平
が
あ

る
と
い
ふ
事
情
」
あ
る
が
、

之
は
中
自
治
半
が
長
崎
よ
り
持
制
つ

た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
一
材
質
術
に
附
し
て
は
同
年
洋
蓄
を

制
議
し
更
に
南
苑
に
於
て
山
本
側
兵
衛
を
し
て
寅
地
に
試
み
し

、ノ

=o

ugE

九北
パ
後
又
久
-
一
れ
に
は
四
同
十
九
+
U
M阜
の
侃
興
に
川
附
す
る
出
説
中
M

を
提
出
し
て
ゐ
る
が
、
更
に
同
年
七
月
に
は
赤
間
闘
綿
奉
行
に

召
さ
れ
て
彼
地
に
赴
き
、
沈
淡
せ
る
軍
艦
壬
戊
丸
の
引
揚
方
法

を
工
夫
し
て
之
に
成
功
し
た
。
壬
成
丸
は
維
が
英
闘
の
ヂ
ャ
ー

シ
ン
マ
ヂ
ソ
ン
尚
枇
所
れ
の
汽
舶
を
購
入
し
て
軍
艦
に
改
装
せ

る
も
の
で
あ
っ
て
、
同
年
の
赤
間
闘
の
戦
に
米
艦
の
た
め
に
撃

沈
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
引
拐
の
功
並
に
分
析
術
に
闘
す

る
功
績
に
よ
っ
て
彼
は
士
船
に
準
ぜ
ら
れ
た
。
士
履
に
準
ぜ
ら

る
a
A

と
は
共
身
一
代
士
分
の
待
過
を
交
〈
る
こ
と
で
あ
る
。
之

に
よ
っ
て
彼
は
最
早
や
偲
の
士
分
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ

る。
用
一
川
一
花
治
元
年
(
治
平
川
十
二
歳
)
疋
月
彼
は
製
織
局
御
用
掛
役



務
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
同
年
務
は
大
村
山
掛
吹
郎
の
建
議
に
ぷ
き
、

荻
川
上
鎗
ケ
瀬
に
製
鍛
所
を
試
置
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
と
い

ふ
事
で
あ
る
か

h
、
治
平
は
恐
ら
く
そ
の
掛
り
に
命
ぜ
ら
れ
た

も
の
で
あ
ら
う
。
之
れ
彼
が
安
政
六
年
に
製
繊
同
を
開
設
す
ぺ

き
建
議
蓄
を
提
出
し
、
或
は
製
餓
法
に
闘
す
る
洋
書
を
部
課
し
、

ま
た
稲
佐
一
掃
織
場
を
賞
地
に
見
事
し
一
」
こ
の
方
面
に
闘
す
る
知

識
の
潔
か
ら
ざ
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
し
結
県
で
あ
ら
う
。
而
し

て
聞
も
無
く
彼
は
球
内
諸
郡
地
刷
局
調
慌
の
た
め
北
傑
涼
枕
e

け

川
山
川
六
改
間
作
し
て
約
十
日
間
知
鏑
棟
一
邦
職
行
止
行
/
J

一
一
ゐ

!
B
O
 

Er-

翌
山
腹
腔
一
光
午
に
は
好
生
蛍
分
析
御
用
掛
を
命
ぜ
ら
れ
、
製
州
日

上
の
諸
研
究
よ
り
火
薬
・
醤
楽
の
製
法
、
活
用
金
銀
の
分
析
等
に

五
ろ
ま
で
、
布
。
も
理
化
事
に
附
寸
る
事
務
を
一
手
に
引
交
け
、

一
札
中
火
雄
市
の
如
き
は
舶
来
口
m
と
殆
ど
異
ら
ざ
る
も
の
を
製
し
、

貨
幣
の
分
析
に
五
つ
て
は
前
人
未
踏
の
境
地
に
達
し
た
と
い
は

れ
て
ゐ
る
。
共
結
巣
同
二
年
に
は
合
唱
前
日
川
綿
裁
に
任
ぜ
ら
れ
、

好
生
館
の
教
諭
と
協
議
し
て
舎
密
接
の
掠
張
を
謀
る
べ
き
こ
と

を
命
ぜ
ら
れ
、
更
に
藩
が
幕
府
の
軍
を
滋
へ
て
岡
事
多
端
の
際

中
島
治
乎
と
山
口
藩
の
洋
式
工
業

ピ
ス
ト
ル
弾
丸
の
製
造
を
委
略
せ
ら
れ
た
が
、
病
を
得
て
逆
に

立
た
守
、
同
年
十
二
月
四
十
四
歳
の
知
命
を
以
て
遂
に
逝
去
し

アζ

一
一
、
治
平
と
洋
式
工
業

以
上
建
べ
し
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
中
臼
治
手
の
洋
式
工
主
に
閥

す
る
知
識
の
一
斑
は
明
か
で
あ
る
が
、
児
に
之
を
綿
指
し
て
尚
一

、、

t
ぅ。

4
z
d
 

4
4
7
t
-
p
:

・
:
リ
ζ
h
U
A
F
-
-
司
』
》

H'h置
3
F

〉
'
〉
。

川

A
/
d
骨
〈
ヘ
ヨ
い
市
4
u
担

H
玉
川

r
J
d
t』
古
川
寸

Ja
主

，
vrγ
凡
一
-

a

a

-

u，h
l比
-
ご
/
1

長
崎
に
訓
川
皐
せ
し
際
、
彼
は
蘭
人
法
児
頃
斯
に
就
い
て
製
餓
法

を
闇
宇
び
、
同
六
年
に
は
法
児
頃
斯
の
製
掛
法
に
闘
す
る
著
書
を

議
出
し
て
俄
工
局
開
設
建
議
書
と
共
に
之
を
藩
の
御
用
所
に
旦

I

S

/

，-。

H
H
1
t
J
I
'
 

こ
の
建
議
は
哲
前
向
延
一
光
年
に
も
な
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

そ
の
一
節
を
抄
出
す
れ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

一
「
先
づ
高
竃
・
鋳
寵
等
御
築
立
相
成
候
耐
、
硝
織
は
勿
論
曹
司
朱
機
械
を

始
め
日
用
の
鍋
釜
其
他
微
細
之
調
度
に
長
る
ま
で
、
純
鍛
を
以
て
普

〈
鋳
造
鍛
冶
致
候
は
三
、
永
久
破
砕
の
恐
L
御
座
布
問
敷
、
取
別
常

今
一
鼻
一
御
用
の
小
銃
等
の
儀
も
右
純
銭
を
以
て
鍛
冶
致
候
は
い
三
於

愛
元
洋
銃
製
造
可
相
調
、
且
叉
銃
木
柄
之
儀
-E
円
正
叉
洋
法
「
い
管
ひ
分

第
四
十
巻
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中
品
治
平
と
山
口
藩
の
洋
式
工
業

析
設
候
は
す
、
仮
令
雨
露
に
話
調
僻
致
候
と
も
粧
曲
之
難
会
も
無
之
、

全
〈
洋
銃
に
差
異
有
之
閥
敷
、
左
候
へ
ば
絡
に
他
邦
に
も
散
開
高
致
、

佐
々
御
利
金
不
必
様
本
存
鏡
、
右
鍛
工
局
始
末
之
儀
ぽ
委
細
差
出
候

持
舎
に
筆
記
仕
巾
候
』
一
五
々
。

げ
川
稿
に
遁
ぺ
し
が
如
く
‘
蒋
は
安
政
二
午
に
反
射
燈
即
ち
布

に
則
的
信
寵
の
築
恕
舟
一
計
帯
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

E

E

/

一
三
副
作
j

3

4

一2
拡
白
戸
、

f
J
と
す
る

'
L
4
1
1
E
z
;

カ

L
ト
ト
川

d
t
l
p
〈叶内
rsf
…lt
w
v
J
:
，

i
〈

l
t
3・T
ヘ
L

ーヨ

た
高
山
川
町
ち
熔
鍛
一
癌
に
闘
し
で
も
、
山
崎
亦
介
よ
り
来
原
良
臓

に
宛
て
た
る
菩
翰
へ
安
政
五
年

ωも
の
な
品
べ
し
)
中
に
『
死
力
を

主
し
て
早
々
脅
熱
い
た
し
候
桜
御
統
率
可
被
成
侠
』
云
々
と
あ

る
と
こ
ろ
よ
り
察
す
れ
ば
、
中
島
一
人
が
之
に
闘
し
て
研
究
し

て
居
た
と
は
い
へ
な
い
で
あ
ら
う
。
併
し
治
市
ア
が
洋
銃
を
製
し

他
園
佐
賀
出
し
て
利
を
得
べ
し
と
せ
る
黙
は
、
闘
産
奨
励
と
闘

聯
し
て
頗
る
興
味
あ
る
と
と
ろ
を
る
る
。

-
彼
は
叩
単
に
法
見
頃
斯
に
就
い
て
事
ぴ

L
の
み
た
ら
十
、
前
述

の
如
〈
鹿
児
島
及
長
崎
に
於
て
も
賞
地
の
見
事
を
な
し
た
の
ぜ

あ
っ

τ
、
乙
の
結
果
元
治
元
年
に
は
製
織
局
の
御
用
掛
乗
務
に

任
ぜ
ら
れ
、
ま
た
餓
鍍
探
索
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
製
織

局
の
事
業
に
聞
し
で
は
明
ら
か
で
友
い
が
、
藩
が
制
誼
餓
業
を
企

第
州
十
巻

九

l旦l

第
五
披

ノ¥.

引
必
ず
る
に
常
っ
て
彼
の
知
識
が
如
何
に
重
要
な
り
し
や
は
以
上

に
上
っ
て
略
当
之
h
q
一
州
一
ふ
こ
と
が
出
来
る
で
あ
一
ら
う
。

製
銭
円
法
に
闘
聯
し
て
、

ム
仙
一
小
が
蒸
気
一
作
・
蒸
気
器
械
に
多
大

の
附
・
む
を
釘
せ
仁
こ
と
は
前
述
の
如
く
で
あ
る
が
、
殊
に
蒸
気

器
帥
叫
に
闘
し
で
は
相
首
深
き
知
識
を
釘
せ
し
も
の
h

如
く
?
あ

る
。
例
へ
ば
女
久
二
年
、
ド
h

附
に
於
て
借
入
せ
る
拡
…
‘
丸
山
帥
械

~r-

硝
子
細
工
に
昨
服
用
ナ
ペ
苦
情
を
上
合
同
し
、
ま
た
壬
戊
丸
を
引
揚

げ
し
際
に
は
、
向
艦
に
装
備
せ
る
機
剛
聞
は
損
傷
甚
だ
し
く
し
て

目
取
字
軍
用
に
桂
へ
ざ
る
を
以
て
、
之
を
修
理
し
て
陪
用
に
供
し

鍛
冶
・
錬
銭

K
mふ
べ
き
を
上
一
一
u
し
て
ゐ
る
。
共
他
銅
砲
銭
造

は
費
削
を
裂
す
る
こ
と
多
き
を
以
て
銭
製
砲
に
改
む
べ
し
と
首

ヘ
る
等
、
彼
の
煎
工
北
方
面
に
闘
す
る
知
識
の
豊
か
及
。
し
を

推
察
せ
し
む
る
事
柄
が
多
い
が
、
以
上
に
期
間
め
て
次
に
化
墜
に

闘
す
る
彼
の
知
識
を
え
よ
う
。

文
久
三
年
治
平
は
理
事
会
密
接
を
振
興
す
べ
き
こ
と
を
蒋
営

局
に
建
議
し
て
ゐ
る
。
是
よ
り
先
高
延
一
冗
年
南
苑
に
斯
壌
に
闘

ず
る
賞
験
場
が
設
け
ら
れ
た
が
、

そ
の
行
ふ
と
と
ろ
は
主
と
し

て
硝
子
の
製
誌
で
あ
っ
て
.
一
に
初
予
製
逝
斯
と
も
呼
ば
れ
た
。
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ム
川
半
は
こ
の
賞
験
場
の
仕
事
に
も
附

m一
壮
一
し
も
の
、
如
く
、
文

ヘA
a

ん
午
頃
に
は
精
良
た
る
川
州

f
の
制
衣
川
を
附
り
、
定
暑
誠
(
寒
暖

計
)
・
風
雨
誠
(
晴
雨
詐
)
の
製
造
方
法
を
も
調
貸
し
て
ゐ
る
。
併

し
該
寅
験
場
は
上
辿
の
如
く
附
子
制
民
活
を
主
と
し
、
共
他
の
施

出
品
は
世
守
閣
に
附
せ
ら
れ
た
り
し
を
以
て
、

十
以
に
m
ぺ
接
合
併
皐
採

興
山
叫
議
主
日
九
年
-
上
呈
し
た
の
刀
あ
る
。

そ
の
安
駄
を
漣
ぷ
h
U
ぽ
ト
ほ

の
畑
一
〈
万
あ
る
(
大
意
)

同
叫
ん
:
外
岡
閣
の
諸
誠
一
肝
工
官
仏
む
λ
-
k
は
，
〈
ハ
川
町
っ
て
芯
る
1
y
)

〕
九

ヘ
サ
ド
事
「
宅
thzJr5
く

ケ

》

い

V
c
:
L
r
z
う

f
E
Z
K
主
主
子
コ

ノ
ll
，〈

i

、
l

J

i

，
6

1

、，

l

ノ
/
一
イ
し

水
源
と
病
理
事
・
婆
磨
を
知
・
り
が
し
て
濫

h
に
治
療

'r念
戸
、
が
畑
し
。

本
源
と
は
印
ち
理
事
会
密
接
に
し
て
、
そ
の
根
本
的
な
る
色
の
に
山

物
合
密
・
動
物
舎
潜
・
柄
物
舎
密
あ
り
、
之
に
加
ふ
る
に
阿
倍
国
築
舎
密
・
百

工
会
密
・
厚
生
合
密
・
軍
山
月
十
舎
密
存
す
。
世
人
化
々
に
し
て
町
唱
団
鶏
舎
製

す
る
こ
と
の
み
を
会
密
と
心
得
る
も
、
こ
は
洋
宰
が
融
商
墜
に
始
ま
り

し
に
基
〈
色
の
に
じ
て
、
斯
く
思
考
す
る
は
未
だ
舎
密
の
奥
儀
を
知

ら
玄
る
色
の
な
り
。
右
に
謹
ベ
し
山
物
舎
密
と
は
金
石
土
類
の
成
分

を
察
し
、
ゐ
右
盆
な
り
や
否
や
を
識
別
す
る
に
め
19
、
動
物
舎
密
及
植

物
含
密
ば
人
畜
介
轟
草
木
の
成
分
及
繁
殖
の
理
を
考
ふ
る
も
の
、
町
四
国

鶏
舎
密
ば
諸
噛
捕
を
製
錬
し
そ
の
能
力
を
確
断
す
る
患
の
、
百
工
舎
密

は
時
計
・
傍
信
機
・
硝
子
・
染
物
其
他
技
巧
機
械
の
修
理
を
闘
呂
志
の

な
り
。
土
た
厚
生
金
内
容
は
人
身
生
存
の
本
源
を
察
し
て
そ
の
涛
生
治

中
島
治
事
と
山
口
潜
の
洋
式
工
業

療
等
合
考
ム
る
色
の
、
百
十
恩
平
合
密
は
地
需
火
や
施
し
、
暗
夜
を
白
書

の
知
〈
な
し
、
或
ば
空
般
に
乗
じ
て
敵
地
の
虚
賓
を
魂
ひ
、
其
他
峨

銃
・
火
薬
の
掻
日
明
等
合
調
ぷ
る
を
任
務
と
す
。
此
等
の
諸
舎
密
を
一

時
に
振
興
せ
ん
と
す
る
色
能
ば

Y
れ
ば
、
先
づ
間
同
薬
会
得
よ
り
始
め

て
漸
次
擁
充
を
計
る
ベ
レ
。
耐
し
て
合
宿
の
抵
嘆
に
は
先
づ
書
繕
に

よ
り
て
講
じ
、
賞
験
に
よ
り
で
究
明
す
る
を
要
す
Q

か
〈
す
れ
ば
年

を
経
る
に
随
ひ
知
識
愈
々
増
し
、
聴
明
技
巧
と
色
に
首
両
国
に
劣
ら
ぎ

る
首
誕
肉
し
、
失
策
γ

い
有
住
な
る
賛
明
も
行
は
る
べ
げ
れ
ば
、
宮
崎

の
成
之
に
過
「
る
も
の
あ
ら
ぎ
る
ぺ
し
。
沼
時
常
岡
山
於
て
か
閣
の

硝
子
器
具
一
製
向
山
7
3る
〉
も
、
鈍
'r-
瓜
ふ
る
よ
』
多
げ
れ
ば
破
壊
じ

ゐ
;
、

i
-
同
地
性
の
鴇
ふ
に
燭
品
れ
ば
溶
解
す
石
川
り
け
な
・
2
A
V
、
大

気
中
の
酸
素
に
潤
る
、
の
み
に
て
表
面
溶
解
し
光
滑
を
犬
ム
。
依
っ

て
先
づ
硝
予
一
般
の
性
質
密
疋
し
、
山
日
に
産
す
る
と
こ
ろ
の
石
粉
・

灰
汁
・
海
草
灰
汁
・
石
炭
等
の
物
質
を
混
合
視
和
じ
て
之
を
原
賀
と
な

し
、
錯
等
の
諸
物
質
を
適
度
に
加
減
す
れ
ば
各
種
性
質
の
硝
子
を
作

b
得
ベ
し
。
そ
の
性
質
堅
硬
に
し
て
舎
密
の
用
に
供
し
得
る
の
み
な

ら
宇
、
債
格
亦
廉
な
れ
ば
買
求
む
る
色
の
数
多
生
じ
、
自
然
永
久
の

圃
産
と
な
る
べ
し
。
常
藩
の
外
鹿
児
島
藩
・
佐
賀
藩
等
に
於
て
色
精

子
製
造
の
途
聞
か
れ
、
西
洋
書
籍
に
つ
き
で
研
究
す
る
費
少
な
か

ι

ぎ
れ

E
色
、
理
墜
舎
密
じ
劃
す
る
関
心
乏
し
き
も
の
〉
知
〈
、
依
然

江
戸
・
大
阪
よ
り
硝
子
師
を
聴
し
、

A
1

に
昔
の
和
製
法
を
用
ふ
る
故
、

所
詮
有
盆
と
は
見
え
難
し
。
右
の
加
〈
永
久
の
周
産
に
な
3
ん
と
な

ち
ぱ
、
先
づ
世
人
hw
好
む
と
と
ろ
に
従
ふ
を
要
す
か
依
っ
て
そ
の
賀

第
四
十
巻

九

五
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五
披

え



中
島
治
平
と
山
口
藩
の
洋
式
工
業

堅
調
唱
に
し
て
債
格
亦
安
直
な
る
や
う
吟
味
を
遂
げ

F
る
べ
か
ら
宇
o』

(
下
略
)

営
時
の
以
て
念
務
と
す
る
と
こ
ろ
は
軍
事
で
あ
り
、
従
っ
て

同
産
奨
励
の
上
よ
り
川
一
化
皐
を
振
興
す
る
が
如
き
は
落
首
川
の

叫
て
以
て
第
二
義
な
り
と
せ
し
と
こ
ゐ
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
保

P
J
-
t
r
》守一、
:
J
l
a
w
r
F
F
l
-
う一
L
:
a
へ)
A
E

土
手

7
・-、、

五
一
在
i
H
七
y、

リ
し

hu
川

1
r
v
u
ど
M
ド
禁
4

Z
万
舟

F
1
F
l
舎
一
日
前
て
お

k

4
 

恥山川己】

.
F
J
/
、¥、

コ

d
i

こ
の
建
議
に
基
く
も
の
弘
知
く
、
治
平
は
そ
の
総
裁
と
し
て
抱

負
を
寅
現
す
べ
き
機
合
を
輿
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

拍
子
製
造
所
の
外
に
彼
は
製
鍬
所
に
も
闘
興
し
た
。
こ
れ
は

安
政
五
年
に
設
け
ら
れ
た
も
の
廿
あ
っ
て
主
と
し
て
大
撲
の
製

治
を
行
っ
た
が
‘
共
他
の
築
物
を
も
製
法
せ
し
が
如
く
一
じ
あ
る
。

例
へ
ば
前
漣
の
青
木
刑
制
の
書
翰
の
一
日
仰
に
『
御
山
川
守
に
も
製

鍬
揚
に
て
新
庄
一
人
日
々
間
勤
、
此
山
川
撹
皮
泊
な
ど
を
取
ら
せ

巾
供
、
は
や
く
御
蹄
b
之
程
い
づ
れ
も
相
待
居
中
候
一
と
記
さ

れ
て
ゐ
る
。
ま
た
彼
が
長
崎
山
山
副
学
の
際
、
綿
羊
蕃
殖
抑
制
紗
縦
方

及
羊
毛
染
方
等
を
調
停
一
せ
し
こ
と
は
悶
に
第
一
現
に
述
べ
し
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
彼
は
こ
の
知
識
に
暴
い
て
文
久
二
年
に
山

n

に
於
て
閤
洋
染
物
の
講
習
を
行
っ
て
ゐ
る
。
地
識
者
は
山
口
の

第
四
十
巻
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九
二
六

染
物
尚
人
で
る
り
、
彼
を
招
勝
し
た
の
は
山
口
代
官
で
あ
っ
て
、

彼
は
滞
在
す
る
こ
と
数
十
日
、

E
つ
染
方
教
授
刑
者
を
著
し
た

と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

三
、
結

ー=ト
酉

:
Z
L
E
e
、;‘

1

、

U
F
I
J
1
=
1
5
h
〈

て

J

，

.4iι

LJ 

l士
ヰミ

C') 

(11 
11 
数;

γ、

る
洋
町
壊
に
側
聞
す
る
た
究
者
の
一
人
で
る
り
、
之
を
賀
行
に
移
さ

ん
こ
と
を
最
も
熱
心
に
提
唱
せ
し
人
で
あ
っ
た
。

そ
の
皐
識
は

鍛
工
法
・
化
事
工
業
等
五
ら
ざ
る
な
き
れ
桜
で
あ
っ
た
。
之
を

蒋

ω
企
聾
又
は
賀
行
せ
る
洋
式
工

1、
と
の
闘
係
に
つ
い
て
見
る

に
、
製
餓
事
末
、
製
鉢
所
及
川
町
子
製
法
所
の
事
業
に
は
彼
の
知

識
が
多
分
に
取
入
れ
ら
れ
た
と
考
へ
ら
る
h

黙
が
多
い
。

彼
拍:

総
裁
に
任
ぜ
ら
れ
た
合
情
肋
は
恐
ら
く

mf製
造
所
・
製
鉢
所

等
を
綜
合
且
つ
棋
町
民
せ
る
も
の
で
あ
ら
弓
。
吏
に
彼
の
西
洋
染

品
刊
に
闘
す
る
知
識
も
亦
或
料
皮
ま
で
寅
地
に
試
み
ら
れ
た
こ
と

--h

忠
ば
れ
る
。

斯
の
如
く
品
川
市
T

と
山
口
藩
部
ボ
の
灯
式
工
才
、
と

の
山
聞
係
は
削
る
栴
接
な
る
も
の
が
あ
ワ
た
。

更
に
注
意
す
べ
き
は
治
一
小
が
作
風
ナ
の
研
究
・
一
汁
式
I
4
4
の
撲



勘
九
乞
従
附
す
る
に
討
っ
て
、
山
巾
に
凶
去
の
川
設
て
ふ
艇
情
的
視

貼
に
立
つ
こ
と
を
忘
れ
ざ
り
し
瓢
で
あ
る
。
骨
臼
に
市
議
口
聞
な
ら

ざ
る
純
子
器
具
の
精
良
友
る
も
の
を
ん
女
的
に
て
販
費
す
べ
し
と

問
へ
し
の
み
た
ら
や
、
軍
需
口
川
た
る
銃
砲
を
も
他
漆
に
移
出
し

て
利
を
作
ぺ
し
k
叫
ん
で
ゐ
る
つ
勿
九
州
之
に
は
議
の
倒
産
奨
働

の
精
神
が
多
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
ゐ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ら

ぅ
。
併
し
常
時
は
武
士
階
級
殊
に
下
級
の
武
士
階
級
が
粧
消
的

J
L
P
F
I
L
A
?
3
:
i
l
-
-
F
:
ト
〉

I

》

h

L

和

h
k
r
qむ
之
と
と
出
J
}払
J

い
て
皮
之
カ

Fj

こ
の
貼
か
ら

i"I;( 

(1) 

;JT 
ヰ'

_~L 
る

も
:/r; 
Jlm 
l味
F炉

〆[

し、

あ
ι》

う。

第
問
十
巻

7t 

-[:: 

第
五
披

四


